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要約 

本研究はアスリートにおけるユニフォームの色彩イメージと競技パフォーマンスに及ぼす影響を検討し

た。大学アスリート107名を対象に黒色、白色、赤色、青色、黄色の5色のユニフォームの図を提示して、

各色に対するイメージをSD法により調査した。結果はすべての項目に差異が認められ、ユニフォームの

色彩がアスリートのイメージに影響していることが分かった。調査方法はSD法を用いて、イメージとし

て対になる形容詞対 10 対を使用し、分析した。さらにフィールド実験としてゴールキーパーが調査と同

じ５色のビブスを着用し、ハンドボールの６ｍスローを行った。結果はパフォーマンスへの影響は確認で

きなかった。これらのことからアスリートにとってユニフォームの色彩には心理的影響を与え、競技パフ

ォーマンスへの影響の可能性が論じられる。 

 

 

 

 

１．はじめに 

近年、スポーツを観戦しているとユニフォームの色やデザインが非常に多種多様になっていることが見

受けられる。イギリスのグラスゴー市では、青色街灯を設置したことで犯罪率が減ったという実績から最

近様々な都道府県で青色街灯を取り入れ犯罪発生率が低下している。また、病院や歯医者などのような医

療機関の建物は清潔感を感じさせるため白を基調としたものがほとんどである。なぜ白色といえば清潔な

イメージを持つのだろうか。私たちは、色によって様々な心理的な影響を受けていると考えられる。サッ

カーやバスケットボールといったチームスポーツでは、チームメイトや対戦相手のユニフォームの色が視



覚情報として優位であり、その色によって敵味方を判断している。そこで、ユニフォームの色によってア

スリートに何らかの心理的影響があるのではないかと考えた。まずは、スポーツにおける色彩の研究につ

いて過去の文献を調べた。 

石垣（1884）は、色彩の心理的情緒性と心理生理的特性がパフォーマンスに影響を及ぼすと述べている。

一般的に暖色系の色は大きく近くにみえ、寒色系の色は小さく後退してみえることから、もし野球の投手

のユニフォームの色が進出、膨張色である場合などには、打者にとっては投手が近くにみえ圧迫感を受け

る可能性を指摘している。 

 古藤ら（1984）は、色彩の心理的情緒性がパフォーマンスにおよぼす影響について、小学生を対象とし

て、ハードルの色を変えた場合のハードル走の記録がどのように変わるかを実験的に調査している。そし

て、「黄、黄緑、橙色という重さの系列としては軽く、明るさの系列からは柔らかく、しかも温かく感じら

れる色が子供のハードルに対する恐怖心を柔らげ、記録を向上させた」と述べ、ハードルの色によって記

録の変化がみられることを示した。 

 岩瀬ら（2009）は、バレーボールのユニフォームの色によって選手はどのような印象を受けるのかを検

討している。黒は、地味、くすんだ、重い、暗い、かっこいいという傾向を有し、赤は、熱いという印象

を与え、白は軽く綺麗という傾向を報告している。 

田代（2010）は、サッカーの試合において、ユニフォームの色の影響を検討し、勝率、引き分け率とも

に黄色、青色、赤色、白色、緑色の順に低くなることを示している。黄色は人の目につきやすく、注意力

を喚起する色であり、ほかの色に比べて認識されるのが速く、青色は集中力が向上するといわれている。

また、黄色と青色の共通点として視野が広くなり、赤色は交感神経を刺激して、脳を興奮させ筋肉反応を

起こさせると考えられている。白などの無彩色は、人の活気を失わせることからスポーツの現場には向い

ていないと示唆している。 

田中（2013）はアスリートのシューズの色彩に対するイメージ研究から、「黒色には重いや硬い、質素、

暑い、緊張などマイナスなイメージが多く、白色は弱々しいイメージで、赤色と青色には華やかややる気

の出るといったイメージを持っている」と述べている。 

また、Greenleesら（2013）の研究では、サッカーのゴールキーパーが着るユニフォームの色とペナル

ティーキックのパフォーマンスを実験によって検討している。そして、ゴールキーパーのユニフォームの

色が赤色の場合、キッカーのシュート成功率が低くなったことを報告している。このことから、赤は人間

が進化科学的に危険と反応するためプレイヤーの気がそれる、また赤を着ているキーパー側の心理として

より支配的な感じが得られることから能力が高まる可能性を指摘している。 

このようなことから、ユニフォームの色によってアスリートが受けるイメージ並びにパフォーマンスに、

何らかの影響があると考えられる。そこで本研究では、ユニフォームの色彩が選手に与えるイメージを調

査・検討することを第一の目的とした。さらに、１対１のシュート場面を設定し、ゴールキーパーのユニ

フォームの色彩が実際のパフォーマンスにどのような影響を与えるかをフィールド実験によって検討する

ことを第二の目的とした。 

仮説としては、ユニフォームの色によって、アスリートが受けるイメージは異なると考えられる。また、

実際のパフォーマンスにも影響を与えることが予想される。具体的には、Greenlees らの研究から、赤色

のユニフォームのキーパーはパフォーマンスを低下させると予想した。また、石垣らの研究から、暖色系

は大きく近くに見えるため膨張色である赤色、白色、黄色では、キーパーが近くに見え圧迫感を受けるた

めシュート成功率が低くなると考えられる。反対に、青色は田代の研究から集中力が向上するため、シュ

ート成功率が高くなると予想した。 

２．方 法 

（１）イメージ調査（対象者と調査期間、調査内容） 

 ユニフォームの色彩が選手に与えるイメージについての調査を行った。 

対象者は大学生アスリート107名である。対象者の性別は男性56名、女性51名、年齢層は18歳から

22歳まで、平均年齢は19.65±1.01歳であった。 

 



 

競技種目 男 女 計
陸上競技 36 6 42
バレーボール 8 22 30
バスケットボール 2 5 7
ソフトボール 0 15 15
野球 6 0 6
武道 1 0 1
アメリカンフットボール 3 0 3
ハンドボール 0 2 2
テニス 1 0 1

計 57 50 107  
 

表－１ 対象者の競技内訳 

 

競技種目は陸上競技が最も多く42名、バレーボール30名、ソフトボール15名と続き９種目に及んだ。

対象者の競技レベルは全国大会出場がほぼ半数の48名、東海大会といった地区大会が29名とかなり高い

水準のアスリートであると思われる。 

調査期間は2015年8月から10月にかけて、質問用紙を個別に配布し回収した。 

 ユニフォームの色彩イメージを調べるために、赤色、黒色、青色、白色、黒色の５色のユニフォームの

図を提示し、それぞれのイメージをSD法で測定した。SD法とはオスグット（Osgood,C,E）によって考

案された形容詞の反対語対からなる双極性尺度を用いて、色や形などの感覚刺激、ことばや商品、人物な

どに関する情緒的意味やイメージを定量的に測定するための心理学的尺度のことである。 

 ５色のユニフォームの図を提示し、SD法10個の形容詞対のどこに当てはまるかの選択をそれぞれ求め

た。上から、「好き‐嫌い」、「強い‐弱い」、「集中できる‐集中できない」、「やる気が出る‐やる気が出な

い」、「リラックス‐緊張」、「厳しい‐優しい」、「重い‐軽い」、「暗い‐明るい」、「派手－地味」、「興奮－

冷静」の10対である。また、各対に対する回答は、「1．非常に」、「2．やや」、「3．どちらでもない」、「4．

やや」、「5．非常に」で求めた。 

（２）フィールド実験（対象者と調査期間、調査内容） 

ユニフォームの色彩によってシュートのパフォーマンスに与える影響を検討するためにフィールド実験

を行った。種目はハンドボールのフリースローを用いた。対象者は大学生アスリート 10 名、性別は、男

性7名、女性3名、20歳から21歳であった。ここでは、ハンドボール経験者を除くアスリートを対象に

した。この理由は、ハンドボール経験者は、シュート技能に熟練しているために色彩の影響を受け難いと

予想され、未経験者の方が色彩の影響が出やすいと考えたからである。また、色覚異常等を含めた健康上

の問題は認められないものとした。 

実験方法は、ハンドボールの 7ｍスローを参考に行った。予備実験を実施した結果、7m では成功率が

低いことがわかり、本実験では 6ｍに短縮してスロー行った。ゴールキーパーが白地のTシャツの上に 5

色のビブスを着用し、被験者が1色につき5球ずつ6mスローを行ったパフォーマンスを得点化した。得

点は、被験者がゴールに入れると４点、投げたボールが枠に当たりゴール外に出た場合３点、キーパーに

セーブされると２点、枠外になると１点とした。被験者の投球数が増えることによる疲労や学習といった

順序効果を排除するため、被験者によってビブスの色の提示する順番を変えて均等になるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 



３．結果と考察 

（１）イメージ調査 

 

 

 

表－２ ユニフォームの色別の印象 

 

ユニフォームの色彩イメージを比較するために、各色のSD得点の平均と標準偏差、そして５色間の比

較のための分散分析結果を示した。左の列が 10 個の形容対、これに対する SD 得点の平均と標準偏差を

赤、黒、青、白、黄の順に示し、右の列には５色間の分散分析の F 値を示した。結果は、10 の形容詞対

すべてにおいて、５色間に１%水準で有意差が認められた。 
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図—1 ユニフォームの色別の印象のグラフ 

 



 「好き‐嫌い」においては、青が最も「好き」というイメージが強く、赤、黒と続き、白と黄は「どち

らでもない」という傾向が得られた。 

「強い‐弱い」においては、黒と赤が「強い」イメージが強く、続いて青、黄、白の順であった。つま

り色が濃いと強い、薄いと弱いと感じられるという傾向を示している。 

「集中できる‐集中できない」においては、青、黒、赤、白、の順に集中できるイメージであり、黄だ

けやや集中できないというイメージが示された。つまり収縮系の色が集中でき、膨張色系は集中できない

という傾向が得られた。 

 「やる気が出る‐やる気が出ない」においては、赤が顕著にやる気が出るイメージを示している。他の

４色にはそれほど差異は見られないが、白はやる気が出にくい色のようだ。 

「リラックス‐緊張」においては、青、白はリラックスイメージがあり、黒はどちらでもなく、赤、黄

は緊張イメージという傾向が認められる。つまり、暖色系の色は緊張しやすいという傾向が得られた。 

「厳しい‐優しい」においては黒と赤が同程度の厳しいイメージであり、青と白が優しいというイメー

ジ傾向が得られた。 

「重い‐軽い」においては、黒が突出して重く、続いて赤がやや重く、青、黄、白は軽いというイメー

ジだった。 

「暗い‐明るい」においては、突出して黒が暗いイメージで、赤と白はやや明るく、黄はかなり明るい

という傾向が得られた。 

「派手‐地味」においては、黄と赤がかなり派手であり、青は中間、そして白と黒が地味であるという

結果が得られた。つまり、暖色系は派手と感じ、中性色が地味であると感じられるという傾向が得られた。   

最後の「興奮‐冷静」においては、赤と黄が興奮するイメージであり、黒、白、青は冷静というイメー

ジだった。つまり暖色系が興奮し、寒色系が冷静という傾向が得られた。 

これらの結果から、ユニフォームの色彩が及ぼす影響として、「赤」はやる気が出て、派手であり興奮し

やすいイメージを与えると考えられる。スペインの闘牛における赤い布を連想させる。 

 「黒」は突出して暗いことと同時に、強く、重く、そして地味というイメージを与えるようだ。これは

田中の研究結果同様、重いという傾向が得られたが、緊張するというイメージは本研究では認められなか

った。 

「青」は、リラックスでき、冷静になれるため集中できるというイメージを与えるようだ。陸上競技の

全天候トラックにおいては、一般的な茶色よりもブルートラックの方がより選手の集中力が増すと言われ

ている。これは、青色が集中力を向上させるという田代らと同様の結果が得られた。 

「白」はそれほどの特徴のない色であり、やや弱く、やる気が出ない、軽く地味というイメージであっ

た。田中が報告した白の弱々しいイメージと同様の結果となった。ユニフォームの色としての白は、やや

問題がありそうだ。サッカーなどのホームアンドアウェイでは、アウェイチームは白色のユニフォームを

着用することが多いようだ。アウェイが不利なのは、対戦相手に弱く軽いという白色ユニフォームのイメ

ージを与える影響があるのかも知れない。   

「黄」は、「青」とは逆に集中し難く、他の色に比べ突出して明るく派手で、興奮しやすいイメージを付

与するようだ。古藤らの研究結果と同様に黄色は明るい、軽いという傾向が得られた。昆虫の警戒色は、

この黄色と赤と言われている。さらに工事中を注意喚起する看板はこの色である 

 

(2)フィールド実験 

ゴールキーパーが５色のビブスを着用した時の６m スローの結果を得点化した平均と標準偏差を示した。

赤のスロー得点は、14.5±2.5、黒は、15.2±2.9、青は15.2±2.9、白は、12.9±2.2、黄は、14.7±3.0と

なった。 

 

 

表－３ 分散分析の結果 



白がやや低い値を示しているが、分散分析を行った結果、５色間に有意差は認められなかった。つまり、

ゴールキーパーのユニフォームの色によって、フリースローの成功率に差は見られず、色による影響はな

いという結果となった。Greenlees らの実験では、赤色のユフォーム着用時にゴール率が下がるという報

告とは異なる結果となった。有意差が得られなかった理由として、本研究の被験者のサンプル数の少なさ

が考えられる。本研究の被験者10名に対してGreenleesらは、40人の被験者と多くのサンプルによって

実験を行っている。これにより、本研究ではユニフォームの色彩の影響が十分に反映されなかった可能性

がある。また、試合のような覚醒水準が高い緊張した状態では、異なる結果が得られたのではないかと考

えられる。実験の際にビデオ撮影をする、観衆を配置するといったプレッシャーを人工的に被験者に与え

て、高い緊張状態を作ることも必要であったと思われる。 

４．まとめ 

 本研究では、大学生アスリートを対象としてユニフォームの色彩イメージと競技パフォーマンスに及

ぼす影響を検討した。この結果から、ユニフォームの色彩がアスリートのイメージに影響していることが

明らかになった。しかしフィールド実験では、サンプル数の問題などにより、実際のパフォーマンスへの

影響は確認できなかった。 

 しかしながら、ユニフォームの色彩が選手に少なからず影響を与えていることは確認された。ユニフ

ォームの色彩イメージについては、黒と赤が強いという予想通りの結果になった。青は集中力が上がると

予想したが、これを支持する結果となった。 

 

 これは本学の校章とロゴマークだが、このえんじ色が本学のスクールカラーである。えんじは今回の

色としては採用していないが、赤の近似色といわれ、黒の要素も含まれている。つまり、やる気、興奮、

重いといったイメージでありユニフォームの色としては、望ましい要素を有していると考えられる。 

さらに今後は、フィールド実験のサンプル数を増やし、人工的に緊張する場面を設定するなどの工夫に

より、色と競技パフォーマンスの関係を検討できれば、より興味深い研究になると思われる。 

 最後に、各色が与えるイメージに特徴があるため、状況によってユニフォームの色を選択できればよ

り良いパフォーマンスを発揮できる可能性がある。例えば、青色のユニフォームを着るとリラックスでき、

白のユニフォームを着用することで対人スポーツでは試合相手の活気を失わせたり、黄色で相手の集中力

を低下させるなど、パフォーマンスを落とさせるといった戦術が考えられる。さらに、重いイメージの黒

色ユニフォームは、空中戦が多いバレーボールやバスケットボールには不向きかもしれない。 

 ユニフォームは、チームの伝統やスクールカラーなど決まったものがあり、またそれによってモチベ

ーションが上がることもある。とにかく自分が好きな色が一番いいのかも知れない。そうでなければ、こ

れからユニフォームを選ぶときは自分の競技種目を考えて選びたいものだ。 
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資料 

 

ユニフォームの色彩イメージに関する調査 

岐阜経済大学 経営学部 スポーツ経営学科 岸ゼミ  

長尾 亮汰    成瀬 友亮 

矢賀 裕太    山中 一輝 

脇田 琢巳    上  竣 

 

調査目的 

この調査は、アスリートのユニフォームの色彩イメージを比較することを目的としたものです。調査結果

は、統計的に処理されますので、あなたの個人情報が公表されることはありません。ご協力お願いします。 

 

氏名：               

 

性別 男・女 

 

年齢：   歳 

 

競技種目：             

 

競技年数：             

 

現在の競技レベル（いずれかに○印を付けてください。） 

１、 レギュラー 

２、 ベンチ 

３、 ベンチ外 

 

活動状況：一週間  回／一度の練習時間  時間 

 

今まで経験した最高記録の大会（いずれかに○印を付けてください） 

１、 全国大会出場 

２、 地区大会（東海大会、近畿大会など） 

３、 県大会 

４、 市大会 

５、 その他（               ） 

６、 経験なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１. 次のような赤色ユニフォームに対してどのような印象を持ちますか。 

以下の対になった印象のどこに当てはまるか丸をしてください。 

 
 

 

 

 

 

 

好き    １－２－３－４－５    嫌い 

 

強い    １－２－３－４－５    弱い 

  

集中できる    １－２－３－４－５    集中できない 

 

やる気が出る    １－２－３－４－５    やる気が出ない 

 

リラックス    １－２－３－４－５    緊張 

    

厳しい    １－２－３－４－５    優しい 

 

重い    １－２－３－４－５    軽い 

 

暗い    １－２－３－４－５    明るい 

 

派手    １－２－３－４－５    地味 

 

興奮    １－２－３－４－５    冷静 
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２. 次のような黒色のユニフォームに対してどのような印象を持ちますか。 

以下の対になった印象のどこに当てはまるか丸をしてください。 

 

 

 

 

 

 

好き    １－２－３－４－５    嫌い 

 

強い    １－２－３－４－５    弱い 

  

集中できる    １－２－３－４－５    集中できない 

 

やる気が出る    １－２－３－４－５    やる気が出ない 

 

リラックス    １－２－３－４－５    緊張 

    

厳しい    １－２－３－４－５    優しい 

 

重い    １－２－３－４－５    軽い 

 

暗い    １－２－３－４－５    明るい 

 

派手    １－２－３－４－５    地味 

 

興奮    １－２－３－４－５    冷静 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３. 次のような青色のユニフォームに対してどのような印象を持ちますか。 

以下の対になった印象のどこに当てはまるか丸をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

好き    １－２－３－４－５    嫌い 

 

強い    １－２－３－４－５    弱い 

  

集中できる    １－２－３－４－５    集中できない 

 

やる気が出る    １－２－３－４－５    やる気が出ない 

 

リラックス    １－２－３－４－５    緊張 

    

厳しい    １－２－３－４－５    優しい 

 

重い    １－２－３－４－５    軽い 

 

暗い    １－２－３－４－５    明るい 

 

派手    １－２－３－４－５    地味 

 

興奮    １－２－３－４－５    冷静 
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４. 次のような白色のユニフォームに対してどのような印象を持ちますか。 

以下の対になった印象のどこに当てはまるか丸をしてください。 

 
 

 

 

 

 

好き    １－２－３－４－５    嫌い 

 

強い    １－２－３－４－５    弱い 

  

集中できる    １－２－３－４－５    集中できない 

 

やる気が出る    １－２－３－４－５    やる気が出ない 

 

リラックス    １－２－３－４－５    緊張 

    

厳しい    １－２－３－４－５    優しい 

 

重い    １－２－３－４－５    軽い 

 

暗い    １－２－３－４－５    明るい 

 

派手    １－２－３－４－５    地味 

 

興奮    １－２－３－４－５    冷静 
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５. 次のような黄色のユニフォームに対してどのような印象を持ちますか。 

以下の対になった印象のどこに当てはまるか丸をしてください。 

 

 

 

 

 

好き    １－２－３－４－５    嫌い 

 

強い    １－２－３－４－５    弱い 

  

集中できる    １－２－３－４－５    集中できない 

 

やる気が出る    １－２－３－４－５    やる気が出ない 

 

リラックス    １－２－３－４－５    緊張 

    

厳しい    １－２－３－４－５    優しい 

 

重い    １－２－３－４－５    軽い 

 

暗い    １－２－３－４－５    明るい 

 

派手    １－２－３－４－５    地味 

 

興奮    １－２－３－４－５    冷静 

 

調査は以上です。ご協力ありがとうございます。 
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